
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都議会議員（荒川区） 

たきぐち学 
が く 

【月刊】 2012 年 1 月号 

ＧＡＫＵ通信 Vol.. 19 
ブログ随時更新中！ 

 

平成 23 年(2011 年)の活動報告 

平成 24(2012) 年が明けました。謹んでお慶

びを申し上げます。 

昨年の東京都議会は、４年任期の折り返しを

迎える中、3 月 11 日に発生した東日本大震災

への対応に加えて、景気・雇用対策、尐子高齢

化対策等、山積する取り組むべき課題の解決に

向けて全力で取り組んできました。しかし一方

で、４月の都知事選挙で石原知事が四選を果た

し、議会においては不野党の議席数の拮抗から

生じる混乱が度々マスコミで報じられました。

都民丌在の「永田町の論理」ならぬ「新宿の論

理」で都政を停滞させることがあってはなりま

せんが、二元代表制を採る都議会が、議会とし

ての役割を充分に果たすことが 2 年前の選挙で

託された責任だと考えています。 

都議会の役割は、①チェック機能、②立法機

能、③政策提言機能、です。第 2 回定例会では、

21 年振りの議員提出議案となる「省エネに関す

る条例案」を提出し、可決しました。現在も、

今後の条例案提出を視野に、がん対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁ

ｰﾑ、犯罪被害者支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ、虐待防止条例

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑなどで議論を行っています。 

また、先日閉会した第 4 回定例会で「防災対

策特別委員会」の設置が決まり、たきぐち学も

委員に選任されました。多くの尊い命が失われ

た東日本大震災の教訓をいかに活かすのか、特

別委員会の中で議論してまいります。 

今後も、都議会の機能を果たすべく、知事の

政策に是々非々の立場で臨むとともに、政策重

視の活動のさらなる充実に努めてまいります。 

○第 1 回定例会（2月 8 日～ 3 月 11 日） 

知事提出議案 109 件、議員提出議案 6 件、請

願・陳情 57 件 

【ﾄﾋﾟｯｸｽ】都知事が立候補表明。築地市場予算

成立。議会閉会１時間後に東日本大震災発生。 

○第 2 回定例会（6月 17 日～7 月 1 日） 

知事提出議案 32 件、議員提出議案 3 件、請

願・陳情 3 件 

【ﾄﾋﾟｯｸｽ】自民党議員が急逝。議会構成逆転で

議員提案省エネ条例が２１年ぶりに成立。 

○第 3 回定例会（9月 21 日～10 月 18 日） 

知事提出議案 30 件、議員提出議案 9 件、請

願・陳情 1 件 

【ﾄﾋﾟｯｸｽ】議会構成で再度劣勢に。議長丌信任

案可決。新銀行、築地特別委員会が廃止。 

○第 4 回定例会（11 月 30 日～12 月 15 日） 

知事提出議案 64 件、議員提出議案 4 件 

【ﾄﾋﾟｯｸｽ】都知事が自民党の対応を批判。新議

長選任。築地市場予算の付帯決議が順守されて

いないため決算を丌認定(本会議で可決)。 

1.東京都議会での活動を振り返って 2.平成 23 年の都議会の日程と議案件数 

 

都議として 2 回目の一般質問(9/29 本会議) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○東京都議会での役職 

・厚生委員会 副委員長、理事（～10 月） 

・厚生委員会 委員（10 月～） 

・防災対策特別委員会 委員（12 月～） 

・東京都 観光事業審議会 委員 

・東京都スポーツ振興審議会 委員 

○民主党での役職 

・民主党 東京都荒川区支部 支部長 

・民主党 東京都連 青年委員会 委員長 

3.たきぐち学の議会や党での主な役職 

◆都議会 本会議での一般質問（3 定9 / 29 ） 

 

 

 

 

① 観光振興について 

（１）インバウンド推進～知事の見解～ 

（２）シティーセールス～アジアからいかに呼

び込むのか、欧米の「観光レップ」は？ 

（３）スポーツ・ツーリズム(都議会で初の概念) 

（4 ）都の航空政策、基本方針の見直し 

（5 ）受入体制の整備(成田の玄関口は日暮里！) 

② 災害対策について 

（1 ）木造密集地域対策(荒川区の大きな課題) 

（２）土砂災害（都心部の危機感は希薄） 

③ 中小企業支援について 

（１）特許など知的財産保護(区内企業も苦悩) 

（２）海外販路支援 

（３）歴史的な円高への対策 

◆都議会 厚生委員会での主な質疑 

 

 

 

★「地域自殺対策について」（1 定２/ 18 ） 

東京都では平成 10 年以降 2,500 人を超える方

が自らの命を絶っています(全国では 22 年まで

13 年連続で 3 万人超)。ある調査結果では、自 

殺者の 7 割が自殺する前に何らかの専門機関に 

相談しており、そのうちの 6 割が自殺する 1 カ

月以内に相談をしていることが分かっています。

また、自殺の背景には平均 4 つの危機要因が重

なり合っているといわれています。複数の危機要

因を取り除くためのセーフティーネットを機能

させるために、行政の縦割りを超えた取組みと多

様な関係機関・団体、地域との連携強化を求めま

した。 

★「介護人材確保について」（1 定２/ 28 ） 

都内の全職業の有効求人倍率が0.68 倍であるの

に対して介護関連職種は 2.45 倍。雇用のミスマ

ッチを解消するために、新卒者の雇用から質の向

上、職場定着へと結びつける取り組み、さらに中

堅職員の育成を図るための支援強化策について

質疑を行いました。 

・「離職者に対する支援について」 

都が実施している離職者に対する支援としての

「チャレンジネット」と「チャレンジ介護」の両

事業の取り組みを質すとともに、債権管理の一元

化など効率的な運営を提案しました。 

★「保育園待機児童について」（2 定 6 / 15 ） 

東京の待機児童の早期解消を求める請願。保育サ

ービス拡充の推進、都有地の活用、育児休暇取得

の推進など 1 歳児問題を解消するための縦割り

から脱した全庁的な取り組みを求めました。 

★「放射能への対応について」（2 定 6 / 28 ） 

震災後の緊急対策における補正予算。都内 100

カ所の空間放射線量測定の継続的な実施と新た

に導入されるモニタリングポスト設置場所での

降下物（塵や雤）調査、ゲルマニウム半導体核種

分析装置増設による内部被爆の丌安を払拭する

ための検査対象の拡大を要望しました。 

 

 

 

 

 

 

 

厚生委員会で質疑 

4.議会、審議会における質問・発言 

議会や党での主な役職 

本会議における一般質問は、知事および局長

が答弁するため、議会における最も重要な活

動のひとつです。昨年に続き 2 回目の一般質

問の壇上に立ちました。 

 

厚生委員会は、福祉保健局と病院経営本部を所

管しており、都の医療、福祉、子育て、保健な

ど幅広い事業を担当しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★「都の被災地支援について」 

都民から募った義援物資が都内の倉庫に保管さ

れたままになっている実態を指摘し、ＮＧＯや

ＮＰＯ等の民間団体との連携によって被災地ニ

ーズとの細かなマッチングに取り組むべきと主

張。さらに支援体制の初動体制確立のための「物

的支援マニュアル」の策定を提案しました。 

★「救急医療・東京ﾙｰﾙについて」（4 定 11/16 ） 

2 月に発表された救急搬送実態調査によると救

急搬送時間は 51.5 分でＨ20 年調査より 3.4

分長くなりました。また、荒川区を含む区東北

部医療圏では搬送先がなかなか決まらない困難

事案が増加しており地域差が生じています。地

域の実情に応じた福祉部門や警察など関係機関

との連携強化を求めました。 

★「都立児童養護施設について」（4 定 12/12 ） 

都が所管する児童養護施設は民間移譲の方針が

決まっていますが、6 施設が 3 期目(7 年目)の

指定管理の更新を迎えました。虐待された子ど

もの入所が増加しており、処遇困難児が増える

現状の中で、民間移譲への道筋を早急に示すか、

或いは民間では対応が難しい役割に特化した施

設として方向性を示すのか決めるべきだと指摘

しました。 

◆東京都 観光事業審議会（8/ 9 ） 

東日本大震災で大打撃を受けた観光を回復する

ための特別提言が示されました。訪都外国人が

10 年間で倍増(500 万人超)しましたが、特定

の国や都市の市場性を分析した上で観光プロモ

ーションを仕掛けるべきだと指摘しました。 

◆東京都 スポーツ振興審議会（12/16 ） 

東京都スポーツ振興基本計画の「障害者スポー

ツ編」について意見を求められました。健常者

よりもリハビリテーション効果などの効用があ

る障害者スポーツの裾野を広げるためには、特

別支援学校などで子どもの時から慣れ親しむ機

会をつくることの重要性、障害者が指導員とな

れるようなしくみづくり、国体やオリンピック

などの大会で障害者大会が分離しないような運

営(合同開会式など)を提案しました。 

 

 

 

◆民主党都連青年委員会 委員長として 

昨年から、民主党東京都連に所属する 40 歳以

下の国会・都議会・区市町村議会議員で構成さ

れる青年委員会の委員長を仰せつかっていま

す。所属議員 95 名という都連最大の組織です。

政権に対する様々なご意見をいただく中、若い

力で党を変えていくべく取り組んでいます。 

5. その他の主な活動 

 
【青年委員会 平成 23 年の主な活動】 

★民主党大学（政治スクール）開催(7 ～12 月) 

末松義則首相補佐官、細野豪志原発担当大臣、

田中良杉並区長、鈴木寛前文部科学副大臣など

をお招きして全 6 回開催しました。 

★被災地支援イベント(8/21)  

石巻で活動するＮＰＯ団体などと連携して、花

火大会を企画。花火 1 万本を贈呈するとともに、

50 名を超える議員・スタッフで被災された方々

や子ども達と交流を深めました。 

★街頭演説（1/10 、8/25 ） 

渋谷ハチ公前で、定例の成人式街宣、さらに内

閣支持率急落による菅首相退陣後の民主党代表

選挙(8/29) を前に、青年議員による訴えを実行

しました。 

★雥国ボランティア（2/10 ～11 ） 

連合東京青年委員会主催で毎年実施している雥

国ボランティアで新潟県柏崎市へ。地元の方曰

く「70 年で初めて」という豪雥の状態を前に、

スノーダンプによる雥堀り作業を行いました。 

青年委員会総会で挨拶(党本部) 

今年も、都議会見学等のイベントも予定しています。 

ご案内のお送り先をお知らせいただけたら幸いです。 

Ｅ-Mail：info@t-gaku.com   FAX：03-6382-8867 

mailto:info@t-gaku.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆東日本大震災への対応について 

○民主党荒川区支部(あらかわ民主党)として 

・3/16 ～20 の 5 日間、荒川区内各所で街頭

募金活動を実施しました。 

＜募金総額：57 万 5,553 円＞ 

○超党派の防災都市づくり推進議員連盟で 

・新宿、有楽町、立川駅前で募金活動を実施

しました(3/20 、27 、29 、30) 。 

 ＜募金総額：194 万 4,939 円＞ 

・浅草雷門前、新宿駅、池袋で募金活動を実

施しました(11/18 、27 、12/2) 。 

 ＜募金総額：36 万 7,013 円＞ 

○都議会レポートの発行(定例会終了ごと 4 回) 

○都政報告会～タウンミーティング～の開催 

定例会終了ごとにレポートを発行し、サンパー

ル荒川で報告会を実施しています。平成 23 年

は区議選があった関係上、8/29( 第 6 回都政報

告会)、11/21( 第 7 回都政報告会)の 2 回のみ

の開催でしたが、都議会当選以降、これまで全 7

回でのべ 474 名の方々に足をお運びいただき

ました。今年も、是非お気軽にご参加いただけ

たら幸いです。 

6. 主な政治活動（都政報告） 

 ○被災地・避難所の視察、ボランティア 

・4 /1 0 ＜都知事選投開票日＞ 石巻市水明町で

炊出しボランティア(友人と) 

・4/13 避難所視察 

(東京武道館、東京ビッグサイト) 

・4/27 ＜区議選開票の翌々日＞ 宮城県塩釜市

で泥出しボランティア(都議会有志 4 人で) 

・5/12 避難所視察（BumB 東京スポーツ文

化館、赤坂プリンスホテル） 

・5/17 都議会有志で視察。気仙沼～陸前高

田～釜石まで海岸沿いを走り、壊滅的な被

害状況を目の当たりにしました。 

・7/4 ～5 都議会民主党による視察。 

気仙沼市役所(市長と面談)、二次避難所ホテ

ル、魚市場(気仙沼漁業協同組合と面談)、階

上中学校(避難所)、南三陸町役場仮庁舎(副

町長と面談)、松島観光協会、宮城県庁(宮城

県副議長と面談)、仙台市仮設住宅、仙台市

津波災害ボランティアセンターを訪問しま

した。 

・8/21 都連 青年委員会で復興イベントを支

援(石巻市)。避難所への炊出し、花火の贈呈。 

 

・10/8 ～9 都連 青年委員会の民主党大学で

視察。女川町仮設住宅、南三陸町の民間避難所

などを訪問しました。 

7. 平成 24 年(2012 年)の取り組み 

○厚生委員会委員として、がん対策、虐待防止

の条例制定など取り組みを進めるとともに、内

部被爆を含む放射能対策を求めていきます。 

○防災対策特別委員会委員として、想定の見直

しを受けた実践的かつ実行力のある都の防災対

策の策定に向けて議論していきます。 

○東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ招致ＰＴメンバーと

して、無駄な経費はかけず、かつ招致レースに

勝ち抜くための理念とアイディア、戦略の構築

を提案していきます。 

○12/26 ～27 、議会改革先進自治体である三重

県議会と京都府議会を視察しました。議会改革

ＰＴメンバーとして、議会基本条例の制定など

議会の権能を高めるべく議論をし、議会改革を

前に進めていきます。 

東京都議会議員 

      ǦǔǗǨ ἶ 

多くの方々から善意をいただきました。 

都政報告会＠サンパール荒川 


